
主催：埼玉県
協力：埼玉県河川環境団体連絡協議会 県のマスコットコバトン

彩の国 埼玉県

基調講演 <２頁～１０頁>

「埼玉県の下水道と八潮市道路陥没事故の概要」

埼玉県下水道事業管理者 北田 健夫

事例発表 <１１頁～２２頁>

「綾瀬川ワースト1とことん脱却大作戦について」

埼玉県河川環境団体連絡協議会 大石昌男氏

「県内河川の水質改善の取組について」

埼玉県環境部水環境課

「熊谷女子高等学校自然科学部の活動紹介」

埼玉県立熊谷女子高等学校自然科学部

リバサポアワード 授賞式 <２３頁～２８頁>

配置図 <２９頁>

発表の概要 <３０頁～３７頁>

テーマ一覧、分科会会場マップ <３８頁～３９頁>

第２部 ポスターセッション 12:15~13:15

川の再生交流会 2026
令和8年2月14日(土)
埼玉会館

第１部 全体会 10:00~12:00

第３部 分科会 14:00~16:15



■事例発表 

 埼玉県河川環境団体連絡協議会 大石 昌男氏 

綾瀬川水質ワーストワン脱却とことん大作戦市民団体ネットワークの責任者。 

浄化槽フォーラム全国理事 埼玉代表。 

河川の水質改善のため、地元や学校に対する講座を開くなどの活動を牽引。 
 

 

 埼玉県立熊谷女子高等学校 自然科学部 

（自己紹介） 

熊谷女子高校自然科学部は１年生４人、２年生３人の７人で生物班と化学班に分か

れ活動しています。現在は、生物班では「ムサシトミヨの生態」「グッピーの飼育水

を利用したアクアポニックス」、化学班は、自然界にみられるメノウの縞模様のよう

な同心円状沈殿現象「リーゼガング現象」について研究を行っています。また、地域

の自然観察や環境保護活動にも参加しています。今年度は埼玉県科学教育振興展覧

会中央展で両チームとも優良賞を受賞しました。また、化学班は来年度の総文祭への

出展も決まっています。生物班は、日本薬科大学主催の日薬ハイスクール科学・探究

発表会で最優秀賞を受賞しました。今後も発表会等に参加し、研究成果を発表してい

きたいと思います。 

 

■リバサポアワード授賞式 

みんなで選ぶ「リバサポアワード」は、川の保全・共生に向けた活動の活性化に

向け、川での優れた活動や川の魅力を伝える画像・動画を県民の皆さんに選んで

いただき、広く発信するものです。授賞式では、各部門を受賞された皆様を表彰

します。 

第１部 全体会
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■基調講演 埼玉県の下水道と八潮市道路陥没事故の概要
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■基調講演 埼玉県の下水道と八潮市道路陥没事故の概要



■事例発表 綾瀬川ワースト１とことん脱却大作戦について
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■事例発表 綾瀬川ワースト１とことん脱却大作戦について
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■事例発表 熊谷女子高等学校自然科学部の活動紹介
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■事例発表 熊谷女子高等学校自然科学部の活動紹介
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■リバサポアワード 資料
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第２部 ポスターセッション

■発表数：53

■発表団体：川で活動・研究する42の団体・学校・企業・自治体

（複数発表あり）

■会場配置
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№ 発表団体

1 埼玉県水環境課（リバサポ）

2 リバサポアワードとは？

3 リバサポアワード 魅力発信部門（動画）

4 リバサポアワード 魅力発信部門（写真）

5 リバサポアワード 魅力発信部門（写真）

6 リバサポアワード 活動部門（新方川をきれいにする会/川越女子高等学校生物部）

8 リバサポアワード 活動部門（やなせ川いかだラリー実行委員会）

11 明治安田生命保険相互会社 埼玉本部

12 株式会社 Symphony Innovations

13 Plus-R

14 埼玉県水環境課

15 一般社団法人　埼玉県浄化槽協会

16 埼玉県環境科学国際センター

17
埼玉県環境科学国際センター、国立環境研究所、海辺つくり研究会、国土技術政策総
合研究所、神奈川大学、理化学研究所、東京都環境科学研究所

18 埼玉県環境科学国際センター

19 公益社団法人　日本水環境学会　関東支部

20 千葉工業大学　分子生態工学研究室

21 千葉工業大学 文化会環境科学研究会

22 隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会

23 埼玉県立川の博物館

24 埼玉県環境科学国際センター

26 埼玉県立久喜北陽高等学校 理科部

27 埼玉県立杉戸高等学校理科部

28 埼玉県立越谷北高等学校生物部

29 熊谷女子高等学校　自然科学部

30 栄東中学・高等学校　理科研究部

31 笹目川の環境を守る会

32 比企自然学校

33 「川の日」ワークショップ関東大会実行委員会（事務局　NPO多摩川センター）

34 彩の国環境大学修了生の会

35 吹上清流の会

36 黒目川に親しむ会

37 山室湧水路の清流保全プロジェクト

38 NPO法人熊谷の環境を考える連絡協議会

25
埼玉県環境科学国際センター、埼玉県水環境課、埼玉県水産研究所、
さいたま水族館

7
リバサポアワード 活動部門
（春日部市カヌー協会/株式会社タムラ製作所・ホトケドジョウ調査会）

9
リバサポアワード 活動部門
（明治安田生命保険相互会社 埼玉県本部、株式会社Symphony Innovations）

10
リバサポアワード 川の国貢献賞
(中川やしお子どもの水辺運営協議会/荒川夢クラブ）

■発表団体一覧

≪№順≫
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№ 発表団体

39 ホトケドジョウ調査会

40 ホトケドジョウ調査会

41 ホトケドジョウ調査会

42 戸田の川を考える会

43 戸田の川を考える会

44 特定非営利活動法人荒川クリーンエイドフォーラム

45 荒川夢クラブ

46 熊谷市ムサシトミヨを守る会

47 学校法人シモゾノ学園大宮国際動物専門学校

48 獨協大学経済学部国際環境経済学科「伝右川再生に向けた支援プロジェクト」

49 香川大学　創造工学部　吉田研究室

50 栄東中学・高等学校　理科研究部

51 城西大学理学部化学科環境生命科学研究室

52 城西大学理学部化学科環境生命科学研究室

53 城西大学理学部化学科環境生命科学研究室

■発表団体一覧

≪№順≫
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№ 発表団体

45 荒川夢クラブ

15 一般社団法人　埼玉県浄化槽協会

38 NPO法人熊谷の環境を考える連絡協議会

49 香川大学　創造工学部　吉田研究室

47 学校法人シモゾノ学園大宮国際動物専門学校

12 株式会社 Symphony Innovations

33 「川の日」ワークショップ関東大会実行委員会（事務局　NPO多摩川センター）

46 熊谷市ムサシトミヨを守る会

36 黒目川に親しむ会

19 公益社団法人　日本水環境学会　関東支部

17
埼玉県環境科学国際センター、国立環境研究所、海辺つくり研究会、
国土技術政策総合研究所、神奈川大学、理化学研究所、東京都環境科学研究所

25
埼玉県環境科学国際センター、埼玉県水環境課、埼玉県水産研究所、
さいたま水族館

16 埼玉県環境科学国際センター

18 埼玉県環境科学国際センター

24 埼玉県環境科学国際センター

23 埼玉県立川の博物館

26 埼玉県立久喜北陽高等学校 理科部

29 熊谷女子高等学校　自然科学部

28 埼玉県立越谷北高等学校生物部

30 栄東中学・高等学校　理科研究部

50 栄東中学・高等学校　理科研究部

34 彩の国環境大学修了生の会

27 埼玉県立杉戸高等学校理科部

31 笹目川の環境を守る会

51 城西大学理学部化学科環境生命科学研究室

52 城西大学理学部化学科環境生命科学研究室

53 城西大学理学部化学科環境生命科学研究室

22 隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員会

20 千葉工業大学　分子生態工学研究室

21 千葉工業大学 文化会環境科学研究会

44 特定非営利活動法人荒川クリーンエイドフォーラム

42 戸田の川を考える会

43 戸田の川を考える会

48 獨協大学経済学部国際環境経済学科「伝右川再生に向けた支援プロジェクト」

32 比企自然学校

35 吹上清流の会

13 Plus-R

39 ホトケドジョウ調査会

40 ホトケドジョウ調査会

41 ホトケドジョウ調査会

11 明治安田生命保険相互会社 埼玉本部

37 山室湧水路の清流保全プロジェクト

■発表団体一覧

≪五十音順≫
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■発表団体一覧

≪ポスタータイトル・説明者・概要≫
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№ テーマ
活動
場所

団体名 ポスターのタイトル 説明者氏名

1 その他 ― 埼玉県水環境課（リバサポ） 埼玉県水環境課（リバサポ） ―

2 その他 ― リバサポアワードとは？ リバサポアワードとは？ ―

3 その他 ― リバサポアワード 魅力発信部門（動画） ―

4 その他 ― リバサポアワード 魅力発信部門（写真） ―

5 その他 ― リバサポアワード 魅力発信部門（写真） ―

6 その他 ― リバサポアワード
活動部門（新方川をきれいにする会/川越女子高
等学校生物部）

―

7 その他 ― リバサポアワード
活動部門（春日部市カヌー協会/株式会社タムラ
製作所・ホトケドジョウ調査会）

―

8 その他 ― リバサポアワード 活動部門（やなせ川いかだラリー実行委員会） ―

9 その他 ― リバサポアワード
活動部門（明治安田生命保険相互会社 埼玉県本
部・株式会社Symphony Innovations）

―

10 その他 ― リバサポアワード
川の国貢献賞(中川やしお子どもの水辺運営協議
会/荒川夢クラブ）

―

11 その他 全県 明治安田生命保険相互会社 埼玉本部 「リバサポアワード」の歩み
明治安田生命保険相互会社
埼玉本部

12 その他 県外 株式会社 Symphony Innovations PORT（＝港）プロジェクト
株式会社Symphony
Innovations

13 生物 全県 Plus-R 川の水中写真家 Saitama_Underwater 市塚 徹

リバサポアワード活動部門受賞者。

リバサポアワード活動部門受賞者。

リバサポアワード活動部門受賞者。

リバサポアワード活動部門受賞者。

リバサポアワード川の国貢献賞受賞者

リバサポの紹介。

リバサポアワードの紹介。

リバサポアワード魅力発信部門（動画）の受賞動画の上映。

リバサポアワード魅力発信部門（写真）の受賞写真の展示。

リバサポアワード魅力発信部門（写真）の受賞写真の展示。

今年度は新たにベジチェックを実施。更にこれまでの当社におけるリバサポの取組についてご紹介いたします。

【海なし県埼玉にもある素敵な水中風景】をテーマに川の水中写真を撮影しています。埼玉県内を流れる川の中上流域での水中生物や半水面の撮影。
特別な許可を得てムサシトミヨ・ムジナモの撮影を行っています。

株式会社Symphony Innovationsが手がける「PORTプロジェクト」が提供するサービスの紹介。
１．セカンドキャリア・サードキャリアの'ステージ'づくり　　２．‘感じて動く’ テーマを持ったイベントづくり
３．多彩な‘才能×キャリア’ 紹介　　４．‘安全を最優先する文化’ づくり



№ テーマ
活動
場所

団体名 ポスターのタイトル 説明者氏名

14 水質 全県 埼玉県水環境課 浄化槽の維持管理について 埼玉県水環境課

15 水質 全県 一般社団法人　埼玉県浄化槽協会 埼玉県浄化槽協会の紹介
一般社団法人
埼玉県浄化槽協会

16
生物
水質

全県 埼玉県環境科学国際センター
埼玉県環境科学国際センター水環境担当の活動
紹介

埼玉県環境科学国際センター

17 生物 県外

埼玉県環境科学国際センター、国立環境研
究所、海辺つくり研究会、国土技術政策総
合研究所、神奈川大学、理化学研究所、東
京都環境科学研究所

沿岸環境・生態系デジタルツインに関するプロジェ
クト研究の紹介

埼玉県環境科学国際センター
見島 伊織

18 生物 県西 埼玉県環境科学国際センター 川の感動♥体験in東松山 田中 仁志

19 その他 県外
公益社団法人　日本水環境学会　関東支
部

公益社団法人　日本水環境学会　関東支部
公益社団法人
日本水環境学会　関東支部

20 生物 県外 千葉工業大学　分子生態工学研究室 底生生物および付着珪藻による河川環境評価
千葉工業大学
分子生態工学研究室

21 水質 県外 千葉工業大学 文化会環境科学研究会
西印旛沼における水質調査結果の報告(2012～
2025)

千葉工業大学
文化会環境科学研究会

22 その他 県外
隅田川流域クリーンキャンペーン実行委員
会

隅田川クリーン大作戦 伊藤 浩子

23 生物 県西 埼玉県立川の博物館 トウキョウサンショウウオの生息地再生活動 藤田 宏之

24 防災 全県 埼玉県環境科学国際センター 身近な水資源をまもることの重要性について 柿本 貴志

25 生物 全県
埼玉県環境科学国際センター、埼玉県水環
境課、埼玉県水産研究所、さいたま水族館

見えない魚を「水」から探る　ー科学と地域がつく
る河川の未来ー

埼玉県環境科学国際センター
木持 謙

26 生物 県東 埼玉県立久喜北陽高等学校 理科部
久喜北陽高校周辺の用水路に生息する生物の生
態

埼玉県立久喜北陽高等学校
理科部

浄化槽の３つの維持管理（保守点検・清掃・法定検査）のご紹介。

浄化槽の普及推進や浄化槽の製造、施工、保守点検、清掃の適正化を図り、県民の生活環境の保全と公衆衛生向上の寄与を目的に、埼玉県浄化槽
協会が実施している取組、事業を紹介する。

埼玉県環境科学国際センターは、学習施設と研究所が一体となった環境科学の中核機関です。当センターの環境学習に関する講座やイベントの紹介、
水環境に関する調査研究事例の紹介を行います。

環境省の環境研究総合推進費課題として「沿岸環境・生態系デジタルツインの開発と実践」と題した共同研究を進めています。本研究の内容について
紹介いたします。

令和7年7月、県内小学生を対象に東松山市都幾川で実施した川の生き物調査体験と生き物カードゲームの様子を報告します。

当支部では、良好な水環境の保全及び創造、並びに学術文化の発展を目指し、関東地区における水環境に関する分野の学術的調査・研究の推進及
び知識の普及のための活動を行っています。

千葉県南部における河川環境の評価および千葉県版河川環境マップの作製にあたって、季節変化による底生生物および付着珪藻の総数や優占種に
着目し、河川環境に変化が生じるかについて行っている調査の現状発表。

千葉県の水道水源であり富栄養化の進行した湖沼として知られる印旛沼(千葉県印⻄市)を実際に調査し、水質調査を通して今の⾃分たちに何ができる

かを考える。

2005年から隅田川のテラス約6kmを４ルートに分かれ、清掃活動を市民が中心に行っています。周辺の自治体や企業等から協賛、協力をいただき、
2025年は第18回。清掃活動を通じて、川沿いの景観、文化・歴史などに触れ、隅田川への愛着を高めています。その様子を紹介します。

厳しい環境に置かれている東松山市南部のトウキョウサンショウウオ生息地の環境整備・再生活動を紹介します。

内閣官房水循環政策本部事務局が令和7年3月に策定した災害時地下水利用ガイドラインについて紹介する。地域の水資源（河川水、地下水、湧水）等
をまもり、親しむことの重要性を災害時対応の実態から述べる。

魚の姿を「水」から読み解く新しい調査技術「環境DNA分析」で、県内の川のおさかなマップを作り、公開しています。見えないいのちを知り、地域とともに
埼玉の川を未来に伝えます。

久喜北陽高校周辺の用水路を3つのポイントに分け、それぞれの植生や水質、生態系などを一定期間調査し、各ポイントの違いについて、データをまと
めて考察し、発表する。

■発表団体一覧

≪ポスタータイトル・説明者・概要≫
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№ テーマ
活動
場所

団体名 ポスターのタイトル 説明者氏名

27 水質 県東 埼玉県立杉戸高等学校理科部 大落古利根川の水質調査ver3
埼玉県立杉戸高等学校理科
部

28 生物 全県 埼玉県立越谷北高等学校生物部
東秩父村槻川の動植物総合調査（チームアライグ
マ合同調査報告）

内海 奏汰、大熊 凌、
金子 蒼輔、永澤 志保、
二ノ宮 大知

29 生物 県北 熊谷女子高等学校　自然科学部 熊谷女子高校自然科学部の活動について 熊谷女子高校自然科学部

30 水質
県東
県南

栄東中学・高等学校　理科研究部
芝川上流～下流の水質調査の結果を踏まえた
鳩ヶ谷大橋周辺における窒素等の急増加とプラン
クトン数の推移について

平田 璃音、古里 優磨、
宗像 宏樹、藪田 清一郎、
魚川 優太、八木 里磨

31 その他 県南 笹目川の環境を守る会 笹目川の環境を守る会の活動 笹目川の環境を守る会

32 文化 県西 比企自然学校 比企自然学校「川の学校」 桜井 行雄

33 その他 県北
「川の日」ワークショップ関東大会実行委員
会（事務局　NPO多摩川センター）

第１８回「川の日」ワークショップ関東大会in本庄
早稲田【参加募集】

堺 かなえ

34
生物
水質

県南 彩の国環境大学修了生の会 水辺の自然観察会＆水質調査学習活動 彩の国環境大学修了生の会

35 文化 県北 吹上清流の会
みんなで育てようチャレンジする子！　環境に関
心もてる子！

間 加奈子

36

生物
水質
防災
文化

県南 黒目川に親しむ会 黒目川の川づくり 黒目川に親しむ会

37 生物 県南 山室湧水路の清流保全プロジェクト 絶滅の危機が近い、富士見市のホトケドジョウ 守山 義一

38 その他 県北 NPO法人熊谷の環境を考える連絡協議会 荒川の恵みと熊谷を考える集い 江原 仁

県RDB動物編2018に搭載されたホトケドジョウが、ハゼ科ウキゴリ類の侵入により、危機的現状を紹介する。

通学路途中にある大落古利根川に対して季節や気候による水質、水量の変化に興味を持ち、調査を実施している。

チームアライグマは、生物多様性の保全を目的とした活動を行う埼玉県内の高校自然科学系部活動による合同研究グループである。2025年6月1日に
東秩父村槻川で実施した合同調査において記録された動植物について報告する。

熊谷女子高校自然科学部では３年前からムサシトミヨの保護活動の一環として飼育を行っています。県の魚にも指定されているムサシトミヨは熊谷市を
流れる元荒川にのみ生息しています。熊女が取り組むムサシトミヨについての研究発表を行います。

芝川上流～下流の6地点において、毎年1～2回実施している水質の一斉縦断調査を2025年度も7月に実施をした。これまでの一斉縦断調査の結果を踏
まえ、2025年7月には川口市の鳩ケ谷大橋周辺を対象に水質の追加調査をおこなった。これらの結果（鳩ケ谷大橋周辺部の窒素等の急増加、プランクト
ン数）について発表をする。

笹目川の環境を守る会は、平成１７年の設立以来、笹目川の清掃活動、水質調査、生きもの調べ等自然観察会の開催、環境保全意識の啓発活動に取
り組んでいる。活動のあらましを紹介する。

比企自然学校は2011年設立以来「川の学校」で自然体験学習（生き物調べ、川遊び）に取り組み、カヌー工房を立ち上げ自分たちで使うカヌーはすべて
手作りしています。主に活動している都幾川は河川改修工事も進み、活動再開できる環境が整いつつあります。

「川の日」ワークショップ関東大会は、川や水辺で活動する世代、地域、立場を超えた交流や情報共有、とくに学生や子ども達の発表、応援の場としても
開催しています。
身近な川や用水、池沼など多様な水辺、テーマの取り組みの発表、参加を募集します。

当団体は県主催の「彩の国環境大学」修了生の有志が１９９８年設立以来、特に水辺の生物多様性（自然観察会での生き物調査＆自然体験学習等）
及び水質調査学習など会員が学んだ知識や経験を活かした環境活動の取り組みを紹介します。

これまで２８年間継続してきた活動のまとめについて報告します。

①吹上清流の会は2019年11月夫婦で散歩しながらのゴミ拾いがスタートでした。今は、吹上地区の子供や住民を中心に毎月第二土曜日午前中に清掃
　　活動しています。1月はごみ拾いしながらのロゲイニング大会、9月はコブ白鳥カップ（ボートレース）。
②お昼からは川辺にメンバーのピアニストと都内より音大生たちが演奏に来てくれ、地域住民の楽しみのひとつになっています。春と秋にチャレンジコン
　　サートを開催。

川づくり活動として、川まつり、魚とり教室、アユを増やす川耕し、定例魚類調査、水質調査、川ゴミ調査、小学生幼稚園の川教室等です。

■発表団体一覧

≪ポスタータイトル・説明者・概要≫
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№ テーマ
活動
場所

団体名 ポスターのタイトル 説明者氏名

39 生物 県西 ホトケドジョウ調査会 ホトケドジョウ調査会の活動 稲垣 喜弘

40 生物 県西 ホトケドジョウ調査会 ホトケドジョウ調査会の活動 稲垣 喜弘

41 生物 県西 ホトケドジョウ調査会 越辺川流域に生き残ったホトケドジョウ 稲垣 喜弘

42 水質 全県 戸田の川を考える会 浄化槽のマナー 戸田の川を考える会

43 その他 県西 戸田の川を考える会 荒川の源流 戸田の川を考える会

44 その他 全県
特定非営利活動法人荒川クリーンエイド
フォーラム

気候変動下の荒川クリーンエイド埼玉県会場は 林 美恵子

45 その他 全県 荒川夢クラブ 気候変動下の川の活動は 林 美恵子

46 生物 県北 熊谷市ムサシトミヨを守る会 ムサシトミヨの繁殖取組および水中画
熊谷市ムサシトミヨをまもる会
会員

47 生物
県南
県北

学校法人シモゾノ学園大宮国際動物専門
学校

大宮国際動物専門学校が行っているムサシトミヨ
の保全活動や継代繁殖活動の報告

大宮国際動物専門学校
ムサシトミヨ管理チーム

48 水質 県南
獨協大学経済学部国際環境経済学科
「伝右川再生に向けた支援プロジェクト」

伝右川再生に向けた支援プロジェクト活動報告 松森 智久

49 水質 県外 香川大学　創造工学部　吉田研究室 廃棄牡蠣殻由来の吸着材開発と吸着能の検討 吉田 秀典

50 生物
県東
県南

栄東中学・高等学校　理科研究部
芝川中流(さいたま市宮後橋付近)の川岸におけ
る2025年夏～秋の植生

野中 陽仁、中森 遼太朗、
星野 幸仁、室井 帆貴、
荒井 賢一

日本の源流で最も美しい源流。

地域連携、モニタリング、保全活動、環境教育をキーワードに活動した今年度の結果報告をする。

浄化槽のマナーについて。

地球温暖化、気候変動の影響か、猛暑や台風の多発で荒川クリーンエイド会場が中止・延期になることがある中、埼玉県の各会場の頑張っていらっ
しゃるようすを紹介する。

地球温暖化、気候変動の影響か、猛暑や台風の多発で川のゴミ拾い、子供たちの川の体験活動や調査活動などが中止となることがある中、活動の継
続を目指しているようすを紹介する。

水中画（ムサシトミヨ）、学校関係活動・取組、未来につなげる活動。

「ホトケドジョウ調査会」は、坂戸及び日高市内で生息が確認されたホトケドジョウの越辺川流域の調査をとおして、ホトケドジョウやその生息環境を理解
し、保全の意識を醸成し、成果を地域に還元することを目的として活動している。2025年度活動のあらましを紹介する。

ホトケドジョウ調査会は、2021年から坂戸及び日高市内で生息が確認されたホトケドジョウの越辺川流域の調査をとおして、ホトケドジョウやその生息環
境を理解し、保全の意識を醸成し、成果を地域に還元することを目的として活動しており2025年度の活動状況を紹介する。

①「伝右川再生に向けた支援プロジェクト」は2025年度も、伝右川のゴミ拾い活動、水質調査、生きもの調査、カヌー体験会を実施した。これらの
　　活動の概要を報告する。
②2024年度と2025年度、草加市立花栗南小学校5年生に「ふるさと草加学習」の一環として「伝右川」をテーマにした授業に協力した。この授業
　　協力に関して報告する。
③「第11回 伝右川再生会議2025」について報告する。
④川口市役所、草加市役所から提供いただいた、伝右川流域の川口市、草加市の地区ごとの汚水処理人口に関するデータをもとに、生活排水
　　の処理に関する実態について発表する。

廃棄牡蠣殻由来の吸着材開発と吸着能の検討についての説明。

①大宮国際動物専門学校の自然環境・動物飼育学科では、例年、埼玉県指定の天然記念物である熊谷市のムサシトミヨ生息地にて、ムサシト
　　ミヨをまもる会と連携し、環境整備や美化活動を行っている。2025年度も行ったので、その活動の発表をする。
②大宮国際動物専門学校ではムサシトミヨの飼育及び繁殖を行い、普及活動やムサシトミヨの生息域外保全を行っている。その中でも繁殖に
　　ついて、当校では水族館等の施設以外では極めて成功例が少ない、「水槽内での継代」に成功しており、今年度も、継代に成功しているの
　　で、生体展示と併せて発表をする。

芝川中流（さいたま市の宮後橋の周辺地域）において、2025年7月下旬及び10月上旬の2回、川岸の陸地に分布する植生の調査をおこなった。調査をお
こなった複数の地点に共通して、カナムグラやアレチウリ等の分布が確認された。この地域の植生の分布と考えられる原因などについて発表をおこな
う。

■発表団体一覧

≪ポスタータイトル・説明者・概要≫
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■発表団体一覧

≪ポスタータイトル・説明者・概要≫
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№ テーマ
活動
場所

団体名 ポスターのタイトル 説明者氏名

51 生物 県南
城西大学理学部化学科環境生命科学研究
室

環境DNA分析を用いたトウキョウサンショウウオ
の生息地の探索

春名 雄斗

52 生物 県外
城西大学理学部化学科環境生命科学研究
室

生息地下流の沢でのツクバハコネサンショウウオ
環境DNA捕集の試み

鈴木 裕貴

53 生物 県外
城西大学理学部化学科環境生命科学研究
室

小・中学校での環境教育に利用可能な現場での
アベサンショウウオ

小暮 雄仁

本研究室では、環境DNA分析を用いて水圏生物の研究を行っている。
本発表では、トウキョウサンショウウオ特異的プライマー・プローブセットを開発し、本種の生息地の探索を行っている途中経過について報告する。

本研究室では、環境DNA分析を用いて水圏生物の研究を行っている。
小・中学校での環境教育に利用できるような簡易・迅速・安全な分析手法を開発し、現場でアベサンショウウオが生息するか否かを判定できる分析系の
試みについて報告する。

本研究室では、環境DNA分析を用いて水圏生物の研究を行っている。アクセスの良い下流域での採水によって上流部にツクバハコネサンショウウオが
生息しているか否かを判定すべく、希少種の環境DNA捕集について様々な方法を試している。現在までの取り組みと結果について報告する。



第３部 分科会

 

分科会 タイトル 会場 

１ 
「川ゴミ」 分科会 

 

 

２ 
「川と防災」 分科会  

３ 

「豊かな水辺空間づくり」 分科会 
 

４ 

「水辺の生物」 分科会 
 

５ 

「水質改善」 分科会 
 

プラスチックごみの現状と課題、市民への啓発 

運営委員：江原仁、柳沢忠、林美恵子 

川と自然災害、市民の防災活動 

運営委員：大塚克也 

 

河川利用、親水、川づくり 

運営委員：小林一己、堺かなえ 

水辺の生き物の調査研究、保護、環境学習 

運営委員：守山義一、小林光春、藤田宏之 

河川や湖沼の水質調査、改善 

運営委員：大石昌男、角田道郎、幾島淑美 

５C会議室 

 

５D会議室 

５B会議室 

７A会議室 

７B会議室 
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■分科会会場マップ
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Facebook X

Instagram

リバサポ公式ＳＮＳをフォローして

リバーサポーターになろう！

読み取ったら
「追加」ボタンを押してください。

【問合せ先】
埼玉県環境部水環境課 浄化槽・豊かな川づくり担当
048-830-3088／ a3070-13@pref.saitama.lg.jp
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